
 

 

石垣解体範囲に国重要文化財長塀が、西側端より三間（6～8ｍ）ほど抵触するため、石 

解体前に長塀を解体し、城内に一時保管する。復旧は馬具櫓復元工事に併せて施工する。 

 

 

 

 

  

 

前回保存活用委員会での指摘・懸案事項に対しては、委員長より事務局案を提示するよ

う指示を受けている。 

       ↓ 

事務局案のたたき台を作成し、事前協議として専門部会に諮る 

       ↓ 

指導・助言を頂き、事務局案を作成 

       ↓ 

提案・審議 

       

  

 

 

 

   

 

   

 

     

 

協 議 

馬具櫓跡石垣保存修理に伴うお知らせ（資料 1-2） 
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